
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10 月 7 日（水）、県医労連として初めて看護協会（会員 5,539 名）との懇談を行いました。協会からは

中村ささみ会長と常任理事の橋田氏の 2 名が対応しました。県医労連からは細川執行委員長、杉内書記長、

尾崎・金子書記次長、安田看護対策委員の 5 名が参加しました。懇談の取りつけの際の電話では、「労働組

合は怖い」と、かなり警戒していた様子でしたが、当日は終始和やかな雰囲気で懇談することができました。 

「第７次看護職員需給見通し」について中村会長は「第６次では現場の実態とかなり乖離がでており、高

知も例外ではない。第７次では現場に即した見通しが必要。」としました。 

「「「「労働環境労働環境労働環境労働環境のののの整備整備整備整備がががが急務急務急務急務」」」」    

さらに「７対１から将来的には５対１とか、手厚い看護を実現するための長期的な視点もなければならな

い。その上で労働環境の改善が急務である。働き続けられる職場作りという課題は今まで協会が力を入れて

いない部分だった。」と話しました。医労連側からは、実効ある見通しの為に１１月に県との交渉行い、この

秋に退勤調査や看護労働実態調査を実施し不払い残業の根絶や、看護労働の改善に向けて運動を展開してい

くことを報告しました。 

最後に、今後は一致できる点では様々な共同の取り組みをお互いに進めていくことを確認し、懇談を終了

しました。最初はどうなることかと心配でしたが初めての懇談はお互いの距離を縮めることもでき収穫のあ

るものとなりました。 
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 看護師、保健師、助産師等を養成する道立衛生学院廃止の方針が打

ち出されています。北海道知事は、「少子化で入学者も減り、赤字が続

いている」「民間に任せられるものは民間にゆだねる」などを理由にし

ています。 

これに対し北海道医労連は、看護師や保健師、助産師不足が社会問

題となっているいまこそ、道民の生命と健康を守るべく地方自治体が

その責任において、医療従事者の確保、安全・安心の医療の実現のた

めに力を尽くすべきと運動を進めています。 

意見書採択運動の第1号は9月15日北斗市議会で可決されました。

北海道医労連は、1年時期を延ばしたもののあくまで廃止を強行する

姿勢の道知事に対して、「地方議会から存続の声を集中しよう」と引き

続き運動を進めています。 
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日本医労連増員闘争本部 

 TEL：03-3875-5871 

 FAX：03-3875-6270 

 

北海道立衛生学院北海道立衛生学院北海道立衛生学院北海道立衛生学院のののの存続存続存続存続をををを求求求求めるめるめるめる意見書意見書意見書意見書    

第第第第 1111 号号号号 はははは 北斗市北斗市北斗市北斗市 がががが 採採採採 択択択択    

高知県医労連高知県医労連高知県医労連高知県医労連    県看護協会県看護協会県看護協会県看護協会とととと初初初初めてのめてのめてのめての懇談懇談懇談懇談がががが実現実現実現実現    

「「「「一致一致一致一致できるできるできるできる点点点点でのでのでのでの共同共同共同共同をををを」」」」    

※ お知らせ ※ 
看護闘争ニュースは増員闘争ニュースに一本化しました。 
看護協会との懇談、需給見通しの県交渉、介護処遇改善交付金での賃上げ情報などの情報、各県医労連・

各労組のニュース、諸会議用の運動の「報告書」なども、そのままで結構ですので、以下のメール・FAX
へ送付いただければ幸いです。 
 

日本医労連   Mail：n-ask@irouren.or.jp   FAX：(03)3875-6270 


